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研究内容及び成果の概要 

 

今後、日本では少子高齢化を背景に、産業を担う働き手が不足することが予想されている。新たな在留資格「特定

技能 1号」もこの深刻な働き手不足が背景にある。 

しかし、その在留資格者は政府の目論見を大幅に下回っている。その原因としては、申請書類の不備、最大の受入

れ国であるベトナムで国外試験が実施されていないなどの送出し国側の対応の遅れのほかに、新型コロナウイルス

感染症の世界的蔓延による出入国規制などが考えられる。しかし、それだけで政府の目論見と実態の大きな差は説

明ができない。 

 むしろ、「特定技能 1号」という新たな在留資格が外国人材のニーズに応えたものになっていないことに起因する

のではないかと考えられる。また、雇用主側には、日本人従業員並みの待遇を求められているが、最低賃金水準しか

支払えないことから、技能実習生を反復利用する方が得策であり、使い勝手がよいなどの理由もある。 

 要するに、創設された「特定技能 1 号」が外国人材にとって魅力的なものとなっておらず、技能実習制度が並行

して継続されているという制度設計に問題があるのではないかと考えられる。この課題について、入国管理庁デー

タのほか、技能実習生に対する意向調査をもとに接近を試みた。 

 研究の成果としては、一つに、政府の目論見との大幅な乖離の原因について現段階における考察を行った。また、

技能実習生の主たる送出し国である中国とベトナムについて、今後も日本に送り出せるか否かについて分析を行っ

た。 
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教育現場で活用可能な分野・教材等 
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